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当社は、自動車部品の製造、販売を主要な事業領域に、
「企業の繁栄と豊かな環境作りで社会に貢献する」
ことを経営理念として事業活動を行っています。
また2015年のめざす姿を示したVISION2015では、
すべてのお客様に対し、期待される以上の製品・サービスを
提供していくことを明言しています。

経営理念およびVISION2015を実現するため、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人などの法律上の
機関に加え、さまざまな内部統制の仕組みを整備しています。また、役員人事・報酬に関する事項は社内諮問
機関による事前検討を行うなど、公正かつ透明性のある経営に努めています。

仕事を進めるうえでの判断基準をまとめた行動指針を
2003年から発行しています。今回、その内容を見直すと
ともに、グループ全体で行動指針を共有するため、「愛三
グループ行動指針」として改訂しました。

■経営理念

■コーポレートガバナンス体制

■愛三グループ行動指針

法令および企業倫理順守、行動指針などにかかわる相談窓口
「ヘルプライン」を設置し、従業員（派遣社員を含む）と
その家族からの相談を受け付けています。

■相談窓口「ヘルプライン」

2007年より「ステークホルダーに対し、社会的責任を果た
しているかを確認し、課題の指摘、各機能活動への指示を
行う」ことを目的に、全取締役、常勤監査役をメンバーと
して定期的に開催しています。

■ＣＳＲ委員会

情報の盗難や紛失、不正持ち出しによる機密漏洩の防止を
徹底しています。2007年度はノートパソコンをワイヤー
ロックで固定したほか、記憶媒体への書き出しを制限する
システムを導入しました。

コンプライアンス徹底のため、各階層および関係会社に
対する研修を行い、意識の醸成をはかっています。

■コンプライアンス教育

■機密管理体制の強化

■VISION 2015

経営理念・ビジョン コーポレートガバナンス

Carving the future for Customers
世界のお客様に感動を・・・

環境にやさしい動力源開発への貢献

地球温暖化防止（CO₂削減）、大気汚染防止（排出ガス低減）、省資源・・・

次世代自動車分野 非自動車分野

二輪車分野自動車の内燃機関

新技術

現技術

現市場 新市場

1．お客様第一の心で商品を創り
2．知恵と技術で高品質を実現し
3．人を大切にする明るい職場を築いて
企業の繁栄と豊かな環境作りで

社会に貢献する

経営理念経営理念

VISION 2015

中期グループ基本方針

中期経営計画（基本戦略）

機能別中期計画・年度計画

現　場　の　活　動

取締役会

常務会・経営会議

部門担当取締役

機能会議・委員会
（機能担当取締役）

CSR委員会
（委員長：取締役社長）

各部門
会計監査人

監査役会
監査

選任

連携

選任選任

監査

内部統制

株　　主

事業領域：あらゆる動力源の流体制御分野

カード化し、個人で携帯

コンプライアンス教育愛三グループ行動指針

2007年10月改訂
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一人ひとりがそれぞれの仕事の品質を
向上するよう、研鑚します。
国内外の法令を守り、会社の規則に従って
行動します。
お客様に信頼され満足いただける「魅力あ
る製品」を提供することにより社会の発
展に貢献します。
地球環境の保全を目指し、積極的な取
り組みを行います。
公正かつ自由な競争に基づき取引を行
い、長期安定的な成長を実現します。
従業員を大切にして、一人ひとりが生き生
きと働ける環境を整備します。
国際社会の一員として世界各地の文化・慣
習を尊重し、その地域の発展に貢献します。
企業を取り巻く様々な関係者とのコミュニ
ケーションを積極的に行います。
世の中から尊敬される「よき社会人」とし
て行動します。

3 E n v i r o n m e n t a l  &  S o c i a l  R e p o r t  2 0 0 8 4社会と共生　目指そう　世界一の環境　（中野賢治さん） 毎年、継続して募集している標語を各ページ下段に紹介します。御覧ください。
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元気よく　挨拶した日は　絶好調！　（小原義成さん）



理　念

環境方針の共有、持続可能な社会の実現に向けた取組みを推進しています。

愛三工業㈱は、あらゆる動力源の流体制御技術を核とした
製品の開発・製造を通じて、お客様に感動をお届けできる
企業をめざします。
その実現のため､“環境保全”が事業活動の最重要課題の
一つであると位置づけ､積極的に推進します。

ＥＭＳ※の推進を通じて、順法・環境リスクの最小化・
環境パフォーマンス向上に努めています。
持続可能な社会の実現に向け、活動をさらに推進します。

製品環境委員会では、6価クロムの切替えなど、製品に関わ
る環境問題に対応するために、活動してきました。
2008年からは、欧州REACH規則などへの対応に向け、
環境部を中心に活動しています。
委員長：環境部統括役員
事務局：環境部、技術企画部、生産企画部
役　割：①環境に寄与する製品の進捗
　　　  ②環境負荷物質への対応

■環境方針（2005年6月改正） ■持続可能な社会に向けて

■製品環境委員会

方　針

① 環境に関する法律､条例などを順守するとともに、地域社
会との対話を大切にし、地域との環境調和をはかります。

② 事業活動に伴う環境負荷を可能な限り少なくすること
を経営の最重要課題の一つとして捉え、環境保全に関す
る目的および目標を設定し､維持･管理します。

③ 事業活動、製品、サービスに係る環境影響を的確に捉え、
汚染防止と循環型社会の実現をはかるために、省エネ、
省資源並びに生産活動および製品中の環境負荷物質
低減に積極的に取組みます。

④ 本方針を全従業員に周知徹底し環境保全に関する意識
を高め､自覚と責任を持って継続的な改善に努めます。

■推進体制

環境方針・推進体制

環境内部監査のポイント

全部署を対象に環境マネジメントシステムの適正な運用、維持・向上がはかられているかを内部監査チーム
および第3者審査機関により監査を行っています。

内部監査員の養成を計画的に推進しており、社外の教育
講習による育成をしています。

外部審査結果

■内部監査

●内部監査員の育成 　

従来はベテランがリーダーとなり内部監査を実施して
いました。2007年度は監査員の育成をはかるため、若手
をリーダーにしてベテランがサポートするスタイルで
内部監査を実施しました。

●内部監査チームの編成

重大な不適合・・・0件
軽微な不適合・・・1件（文書の承認に関する不適合）
観察事項・・・・・・・3件（文書管理、順守評価　他）

●審査結果

監査員の声

2007年度内部監査では、前任者からの
継承性に関する指摘など、21件
ありました。
環境に優しい会社・職場づくりには
ＥＭＳ活動の向上が不可欠です。
仕組み全体を今一度見直し、日々の活動の
中へ浸透させることが今後の課題です。

エネルギー管理室
甲村 邦基さん
（本社・本社工場
 監査責任者）

評価を述べる審査員

外部審査を終えて

■外部審査

環境監査

環境省の環境会計ガイドラインに基づいて、環境に関わる費用を把握しています。

■環境保全コスト※1

■環境保全対策にともなう経済効果

環境会計

2007年度の外部審査では、4件の指摘がありました。
しかし、審査員より、当社の環境マネジメントシステムの
運用、維持、管理の状況については非常に高いレベルに
あるとの評価をいただきました。
内部監査および、外部審査の評価を踏まえ、今後も
システムの『質』の更なる向上をはかります。

排水処理・大気汚染防止
省エネ活動
産業廃棄物の減量化
グリーン購入・調達への対応
ISO認証審査・工場緑化
環境配慮製品、新工法の開発
環境保全を行う団体への支援
汚染修復対策

❶ 事業エリア内コスト

❷ 上・下流コスト
❸ 管理活動コスト
❹ 研究開発コスト
❺ 社会活動コスト
❻ 環境損傷コスト

小　計
総　計

公害防止コスト
地球環境保全コスト
資源循環コスト

主な取組み内容分　　　類
144
16
66
7

105
2,262
13
1

2,614
4,643

37
1,273
17
0
0

702
0
0

2,029

投資額 費用額
（単位：百万円/年）

※1 環境保全コストの費用に原価償却費は含まれていません。

百万円

年度

45
56

72

’07’06’05’04’03
0

80

60

40

20

廃棄物処理費の推移 金属クズ等の売却額の推移

47 45

百万円

年度

203194

’04 ’06’05

163

0

250
200
150
100
50

184

’07

※　EMS：Environmental Management System
　　  　　 （環境マネジメントシステム）

※ 廃棄物の減量化により処理費が低減しています。 ※ 端材の低減（売却額の低減）・廃棄物の
　 有償化（売却額の増加）を進めています。

ＥＭＳ※をコアに、順法、事故の未然防止、
環境パフォーマンス向上を推進する。

環境
パフォーマンス
向上

順法

Aisan
EMS

未然防止

世界No.1
地域No.1

異常・苦情
ゼロ

リスクの
最小化

環境委員会
(委員長 社長)

環境保全全般に関する
総合的な方針の決定

環境安全機能会議
(委員長 環境統括役員)

全社の環境保全に関する計画・
改善活動の総合的な検討

本社・本社工場EMS推進委員会
安城工場EM S推進委員会
豊田工場EM S推進委員会
愛 三 グ ル ー プ 環 境 会 議
製 品 環 境 委 員 会
省エネルギー推進委員会
環境取組みプラン推進連絡会
物 流 費 低 減 推 進 委 員 会

ISO14001の推進および
テーマごとの改善活動の推進

環境報告 環境マネジメントシステム
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子ども達のために　残そう　豊かな自然　限りある資源　（尾崎洋さん）



資源投入量と排出量
各種データを定量的に把握し、環境負荷低減につなげています。

事業活動 OUTPUTINPUT

❹ 製　造

C O ₂ 排 出 量 の 低 減
排 出 物 の 低 減
資 源 の 有 効 活 用

❺ 輸　送

輸送CO₂排出量の低減
梱包資材使用量の低減

❶ 営業活動

得意先のグリーン調達への対応

❷ 研究開発・設計

軽 量 化・燃 費 の 向 上
蒸発ガス･排出ガス低減
クリーンエネルギー車の普及
環 境 負 荷 物 質 の 低 減

（2007年度）

(　 )内は対前年比

❸ 調　達

グ リ ー ン 調 達
グ リ ー ン 購 入

原材料

樹脂 7.1千トン
アルミ 4.5千トン
特殊鋼 4.4千トン
活性炭 2.0千トン

（+5%）
（▲1%）
（ ー ）
（ ー ）

主要製品

スロットルボデー 23.9千トン
キャニスタ 12.7千トン
フューエルポンプモジュール 8.4千トン 
エンジンバルブ 3.7千トン 

大気への排出量

排出量

 CO₂ 44.3千トン－CO₂ (▲3% )

排出物    4,707トン

埋立廃棄物 0トン
焼却廃棄物 258トン
逆有償廃棄物 1,374トン
有償排出物 3,075トン

（ ー ）
（▲22%）
（▲ 9%）
（▲10%）

化学物質（ＰＲＴＲ対象物質）

排出量 1.1トン
移動量 10.9トン

（ ー ）
（+4%）

水域への排出

排水量 650千m3（+15%）

物　流

 物流CO₂ 973トンーCO₂ （▲4%）

事務用品

コピー用紙 163トン（ ー ）

化学物質（ＰＲＴＲ対象物質）

 取扱量 41.0トン（▲2%） 

水

水道水 81千m3 
工業用水 65千m3 
井戸水 888千m3 

（+29%）
（+2%）
（▲2%）

梱包資材

 ダンボール 278トン
 ポリ袋 29トン

（▲7%） 
（ ー ）

エネルギー使用量 1,092,543GＪ

購買電力 83,369千ｋＷｈ
発電電力 7,772千ｋＷｈ
Ａ重油 24kＬ 
都市ガス 6,184千Ｎｍ³
※コージェネ導入による発電電力量の増加

※

(▲8%)
(+437%)
(+50%)
(+27%)

海外研修生への省エネ教育

管理者層を対象にしたEMS教育

環境教育
従業員一人ひとりの環境に関するスキル向上から持続可能な社会をめざしています。

■EMS教育 ■愛三グループでの教育

資 格 名 称 必要人数 資格者数 ’07年度取得実績

12
3
3
－

公害防止管理者（全４種）

特別管理産業廃棄物管理責任者

産業廃棄物中間処理施設技術管理士

環境内部監査員

113
20
9
90

1
1
0
4

環境教育・活動 項　　　　　目 主　な　内　容
一般教育・啓蒙活動
特別教育
資格取得教育
常駐業者教育
外来工事業者教育
仕入先環境研修
他企業との交流
地域市民、行政との交流
国、NPOとの交流

従業員への教育

愛三グループ会社、
サプライチェーンとの教育

社外環境パートナーシップ
への参画

環境意識および環境管理能力の向上
廃液処理作業者等へのスキル向上
環境に関する資格の取得
当社取組みの共有と環境意識の向上
施工時の環境・安全配慮の向上
グリーン調達ガイドラインの展開
環境問題の研究会、勉強会
安城エコネットなどの地域活動への参加
中部地方環境事務所、EPO中部への参加

ISO14001の更なる向上に向け、管理者層を対象とした環境
マニュアルの教育を実施しました。

■法的な資格取得教育
資格の法定必要人数を満たすとともに、環境問題に強い
人づくりを推進しています。

グローバルなCO₂排出量低減に向け、海外研修生を対象
にした省エネ教育を行っています。
2007年度は4ヶ国、10名の方を対象に教育を行いました。

A I S A N  c o l u m n

エコドライブの推進

エコドライブには「知識と継続が必要」です。教育による
知識とエコへの意識をもとに、乗務員全員で継続的にエコ
ドライブを推進します。

本社・本社工場 乗務室の皆さん

環境報告 環境マネジメントシステム
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もっと地球を知ろう。もっと大切にしよう。　（安藤健一さん）



環境取組みプラン2010の早期達成をめざして推進しています。

■環境取組みプラン2010（2006年～2010年）

環境取組みプラン2010

※1　PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録）

※2　Eco ー VAS：Eco ー Vehicle Assessment System
　　　　　　　　　　　　　（トヨタ「新環境評価システム」） ページ

10・15

いつも環境に配慮してゼロエミッションに挑戦

温暖化防止

資源循環

環境負荷物質の
低減

物流合理化の推進

環境経営

〈行動指針〉

取組み項目
詳細
ページ

❶ リサイクル設計の一層の推進と製品への展開

❶ 歩留り向上等の発生源対策による排出量低減
❷ 埋立廃棄物「ゼロ」の継続

❶ 不良低減、直行率向上によるムダの排除
❷ 生産技術の革新等、画期的な生産性向上によるCO₂排出量低減の推進
❸ 新エネルギー利用技術の開発と導入

排出物を出さない生産活動の追究

評価指標と目標
目標 実績

2010年度までに2003年度比5.8%減
（1990年度比10%減）
44.5千トンーCO₂/2010年度

2010年度までに2004年度比5%減

2010年度までに2003年度比30%減

2010年度までに2003年度比5%減
5.08千トン/2010年度

2010年度までに2003年度比30%減
1.19トン/2010年度

2010年度までに2003年度比30%減
826kgーCO₂/億円/2010年度

❶ 連結環境マネジメント強化
❷ グローバルな事業活動における一層のCO₂排出量低減
❸ ビジネスパートナーにおける環境マネジメントの一層の推進

❶ 環境情報開示とコミュニケーションの充実
❷ 持続可能な発展を踏まえた環境政策への積極的な貢献

2010年度までに2003年度比10%減

❶ 環境負荷物質規制4物質（鉛､水銀､カドミウム､六価クロム）のグローバルな全廃

❶ 輸送改善によるCO₂排出量低減活動の実施
　（得意先への納入＋工場間物流＋仕入先便）

取組み方針と主な方策

2007年度
評価

2007年度
評価

2007年度
評価

2007年度
評価

20
ページ

19
ページ

18
ページ

17
ページ

輸送CO２排出量(売上高原単位)

’03
0

500

1,000

1,500

2,000
kgーCO₂／億円

’10’09’08’07’06

PRTR物質排出量

’03
0

0.5

1

1.5

2
トン

’10’09’08’07’06

資源ロス排出量

’03
0

2

1

3

4

5

千トン

’10’09’08’07’06

CO２排出量

’03’90
0

20

10

30

40

50

60
千トンーCO₂

’10’09’08’07’06

45.8 44.3 44.547.3

826

1.09 1.13 1.19

864

1.70

1,180

5.26
4.71 5.085.34

年度

年度

年度

年度

6

49.5

782

❹ 環境教育の充実
❺ EcoーVAS※2の本格運用と定着化により、
　 ライフサイクル環境負荷の着実な低減

生産活動におけるCO2排出量低減 CO2排出量

愛三グループCＯ2排出量(売上高原単位)

埋立廃棄物排出量「ゼロ」の継続

焼却廃棄物排出量

資源ロス排出量

PRTR対象物質排出量

輸送のCO2排出量(売上高原単位)

梱包資材使用量(売上高原単位)

リサイクル設計の一層の推進と展開

循環型社会にむけた資源有効利用の一層の推進

環境負荷物質の管理、低減活動の一層の推進

物流活動におけるCO2排出量低減

梱包資材の使用量低減

マネジメント

社会との連携

❶ 生産工程の見直しによるPRTR対象物質の排出量低減
❷ 環境負荷物質を含まない材料への代替化

PRTR※1対象物質の排出量低減

環境報告 環境マネジメントシステム
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小さな努力　重ねて作る　きれいな環境　（近藤万美さん）



LPG用
インジェクタ

LPG
燃料ポンプ

流体制御、電磁駆動、適合をコア技術に環境にやさしいくるまづくりに貢献していきます。 LPGをインジェクタで噴射するシステムです。
従来システムに比べ排ガス低減（新長期排出
ガス規制75％減）、燃費向上、出力向上や低温
性能向上に貢献します。

ディーゼルエンジンのDPF※3に堆積した
PM※4を燃焼させ、DPFを浄化することが
必要です。
この排気圧力制御バルブにより排気ガスを
高温にすることが可能となり走行中にＰＭ
を連続的に燃焼することができます。

環境への貢献をめざす製品の開発

環境にやさしいくるまづくりへの貢献

将来のくるまの動力源の課題

CO2削減 大気汚染防止 エネルギー対応

代替燃料（FFV※1・ガス燃料）・
燃費向上（軽量化・省電力化）

排出ガス低減・
燃料拡散防止

電気エネルギー
(HV/EV/FCV) 

代替燃料 LPG噴射システム

燃料電池車に使用される製品です。水素を減
圧し、一定圧力で燃料電池に供給します。

排出ガス低減 ディーゼル用 排気圧力制御バルブ

ポンプの効率化をはかり電流値低減により、
燃費が向上しました。
CAE※2による流れ解析を駆使しインペラ
羽根形状改良やシール構造変更を行いポンプ
効率を向上することができました。

燃費向上 高効率燃料ポンプ

※3　DPF：Diesel Particulate Filter
※4　PM：粒子状物質

※2　CAE：Computer Aided Engineering
　　  　　　 設計・開発工程を支援する
　　　　　　コンピュータシステム

※1　FFV:Flexible Fuel Vehicle( ガソリン・エタノールおよび、その混合物を燃料とする車）

フューエルポンプ＆ポンプモジュール

排気圧力制御
バルブ

低圧水素レギュレータ

LPG用
インジェクタ

スロットルボデー

EGRバルブ

ディーゼル
スロットルボデー

樹脂インテーク
マニホールド

可変吸気バルブ

インジェクタ

樹脂
デリバリパイプ

キャニスタ

PCVバルブ

エンジンバルブ

電動ウォータ
ポンプ

チタンバルブ

燃料供給系製品

燃料電池車用製品

ガス燃料製品

製品のコア技術
流体制御

電磁駆動

適　　合

ディーゼル系製品

吸気系製品

エバポ系製品

エンジンバルブ
EGRクーラバイパス

バルブ

冷却系製品

ウォータ
ジャケットスペーサ

CNG用高圧
レギュレータ

電気エネルギー：次世代パワートレイン 燃料電池車用低圧水素レギュレータ

インペラ羽根形状

縦断面

環境報告
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環境パフォーマンス

このもの（製品）で　伝えよう　環境の心　（小野眞次さん）



愛三グループが関わる全ての事業活動を通じて環境取組みを強化することが重要であると考え、
愛三グループ環境会議を設置し、グループ全体の環境パフォーマンス向上をめざしています。

■愛三グループの主な拠点（連結環境取組み対象拠点）

■取組みの概要

■愛三グループの環境取組み

■愛三グループ連結環境取組み

グループの環境取組み

AISAN INDUSTRY FRANCE S.A.（AIF：フランス）

AISAN INDUSTRY CZECH s.r.o.（AIC：チェコ）

AISAN INDUSTRY LOUNY s.r.o.（AIL：チェコ）

P.T. AISAN  NASMOCO INDUSTRI（ANI：インドネシア）

FRANKLIN PRECISION INDUSTRY,INC.（FPI：アメリカ）

愛三（天津）汽車部件有限公司（ATA：中国）

玄潭産業株式会社（HIC：韓国）

愛三（佛山）汽車部件有限公司（AFA：中国）
2007年６月 ISO認証取得

愛三工業株式会社（本社・安城・豊田）
【主な国内子会社】
　テイケイ気化器株式会社
　日本超硬株式会社

E u r o p e A s i a

Japan

No r t h  Am e r i c a  

当社のみならず愛三グループ全体の環境パフォーマンス
の向上をめざした取組みを2003年から始め、2005年から
は「愛三グループ連結環境目標」としてCO2排出量原単位
の低減活動を実施しています。

2007年度　ISO14001 認証取得
ISO14001 認証取得済
ISO14001 認証未取得

【対象10社】

各海外拠点長とのコミュニケーションを通じ、グループ
各社と環境問題を共有し、環境パフォーマンスの向上を
はかっています。
2007年は欧州のREACH規則を展開し、問題点を共有しま
した。

環境を守るため環境チームを編成し、廃棄物低減活動に挑戦しています。2007年には、使用済みバッテリーの
リサイクル率の向上、切削油の再利用に着目し活動を実施しました。

全社的な廃棄物低減の実施…FPI（アメリカ）

※エコファクトリー活動：工場建設の企画段階から環境対応を織込む活動

❶ 異常苦情ゼロ
   ・ＥＭＳ体制の構築
　 （ＩＳＯ14001認証取得推進）
　・法令等の順法チェック

❷ リスク管理の標準化
   ・エコファクトリー活動※の推進
　・土壌汚染への対応

❸ 愛三グループ全体の環境パフォーマンス向上
   ・ＣＯ２低減
　・資源有効利用
　・環境負荷物質使用低減

●バッテリーリサイクルプログラムの推進
ＦＰＩでは環境チームによるバッテリーリサイクル
プログラムを2007年から推進し、使用済みバッテ
リーのリサイクル率向上をはかりました。

2008年はリサイクル率
100％を目指します！

使用済みバッテリーのリサイクル率

’07

99％

’08

100％

’06

25％

0％

80％
100％

60％
40％
20％

工場内にリサイクルセンターを設置し､
種類別に分別！

約75％が埋立！

工程で使用する切削油は段替え時や、更新時に大量
に廃液として処理されていたため、ろ過循環設備を
設置し、排出量低減をはかりました。

ろ過設備の導入に
より、廃切削油の
排出量は約50％低
減できました。

切削油廃棄量の低減

’07
12月

8.3

’08
1月

4.1

’07
11月

8.3

’08
2月

3.8

0

8
10

6
4
2

切削油を回収、ろ過して、再循環。切粉等の蓄積により、4日ごとに
切削油を交換。

●切削油の循環再利用化

【単位：千ガロン】

対策前 対策後 対策前 対策後

３年間の廃棄物低減活動が高く評価され、フランス初の産業
廃棄物低減活動コンク－ルにおいて300社の中の8社に選ばれ、
ブルゴーニュ地方では唯一の優秀賞を受賞しました。

産業廃棄物低減で優秀賞を受賞…AIF（フランス） 

パリで行われた授賞式の様子

従業員に対し廃棄物低減活動を説明するボアザさん 廃棄物を分別している様子 分別されていない場合はレッドカード！

廃棄物量推移

0
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年度’05 ’06 ’07

353.3
326.4

78.8

【単位：トン】

CO₂排出量売上高原単位の推移

年度’06

32.3

’07

30.9

’05

40.6 【単位：トン-CO₂/億円】

0

50

40

30

20

10

ISO14001認証取得状況
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社

年度’04 ’06 ’07’05
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愛三グループ環境会議

取得 未取得
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日本の伝統「もったいない」　今こそ見直す　この言葉　（吉留正文さん）



CO2排出量の目標である1990年度比10%低減に向け活動を推進しています。

2007年度は売上高が2.9％増加する中、3.2％減の44.3千
トンーCO2に低減することができました。

■CO2排出量低減

■資源の有効利用

■資源ロス排出量の低減

CO2排出量の推移

■主な省エネルギー活動内容

CO2低減　32トンーCO2／年

CO2低減　84トンーCO2／年

地球温暖化防止
社内再利用・歩留り向上活動を通じ、排出物を出さない活動を推進しています。

限りある資源の有効利用をはかるため、歩留り向上活動
および、あらゆる資源のロスを減らす活動を実施してい
ます。

■水溶性研削油の長寿命化
メンテナンスフリーの全自動サイクロン式ろ過装置の
導入によりクーラントタンクの清掃が不要になり、研削油
の長寿命化をはかることができました。

■バイオの力で食堂からの排出物低減
グリストラップにたまる油にバイオ液※を使用すること
により、油を分解し、異臭がなくなり作業環境改善をはか
るとともに廃棄物を低減することができました。

資源循環

製品冷却の電動化

効果

CO₂削減
シナリオ

❶ 省エネ技術の工程への織り込みによるエネルギー使用の効率化

❷ エネルギー供給の効率化（高効率機器の採用）

❸ エネルギーの使い方改善（無駄な使用の廃止）

❶ 生産工程スリム化によるエネルギー使用量低減
    〔加工・組付ライン・成形機・マシン〕

❷ 大型空調を個別化・小型空調に更新

❸ 設備更新時における高効率機器採用による省エネ化
    ［トランス・照明機器・空調機等］

❹ エアーブロー低減活動

❺ ムダ・ロス低減活動

トン－ＣＯ₂／億円千トン－ＣＯ₂
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’04 ’05 ’06 ’07 年度

CO₂排出量

CO₂排出源の割合

エネルギー別

工場別

売上高原単位排出量

重油 0.1%

電力
68.5%

都市ガス
31.4%

CO2
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量
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'07年度
44.3千トン
ーＣＯ₂

ダイカスト製品の冷却を圧縮エアーから電動ファンに変
更しました。

休日空調運転停止による省エネ

効果

休日の空調機器の使用を見直し、電力消費量の低減を行っ
ています。

トン

0
年度

資源ロス排出量の推移

2000～2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008年 度

資
源
ロ
ス

し
く
み

改
善

廃
棄
物

有
価
物

❶埋立廃棄物
直接埋立廃棄物の低減

❷焼却廃棄物
焼却・中間処理廃棄物の低減

❸逆有償廃棄物

❹有償排出物

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

’03 ’04 ’05 ’06

5,344
5,736 5,680

5,260

排
出
量

’07

4,707

全社マニュフェスト
管理システムの導入

社内再利用

有価物の低減

廃棄物の低減＆サーマルからマテリアルへ（リサイクル活動）

歩留り向上活動

社外排出物低減活動から
● 社内再利用
● 排出物を出さない
活動に重点を置いて推進！

廃棄物
1,632トン

有価物
3,075トン

,07年度
4,707トン

'07年度
44.3千トン
ーＣＯ₂本社・

本社工場
31%

豊田工場
18%

安城工場
51%

休日の空調電力量（本社3号館）

0

50

100

200

150

対策前 対策後

千kWh／年

0

161

サイクロン式
ろ過装置

電動ファン

バイオ液を注入したグリストラップ

※バイオ液：乳酸菌・酵母菌・
　枯草菌（納豆）糖蜜の混合液

資源ロス排出量の内訳

61.5

35.6

48.7
43.8

37.9
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身近なことから　少しずつ　省エネ行動で　環境保全　（仲野旭彦さん）


